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	製品名: PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	腫瘍抑制因子。二重特異性タンパク質ホスファターゼとして作用し、チロシン、セリン、およびスレオニンリン酸化タンパク質を脱リン酸化します。また、脂質ホスファターゼとしても作用し、ホスファチジルイノシトール3, 4, 5-トリスリン酸、ホスファチジルイノシトール3, 4-ジリン酸、ホスファチジルイノシトール3-リン酸、およびイノシトール1, 3, 4, 5-テトラキスリン酸からイノシトール環のD3位のリン酸を除去します。in vitroにおける基質選択性は、PtdIns(3, 4, 5)P3 > PtdIns(3, 4)P2 > PtdIns3P > Ins(1, 3, 4, 5)P4の順です。
	研究分野
	インスリン受容体; 微小管調節; B細胞受容体; mTOR; PI3K/Akt; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	PTEN（リン酸化Ser380/Thr382/Thr383）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。右の写真はPTEN（リン酸化Ser380/Thr382/Thr383）ペプチドでブロックした画像です。
	

	PTEN（リン酸化Ser380/Thr382/Thr383）抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはPTEN（リン酸化Ser380/Thr382/Thr383）ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮癌組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウムpH 6.0を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト大腸組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体を活性化（>98℃、20分）した。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肺組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト虫垂組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウムpH 6.0を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット脳組織の免疫組織化学染色。1. PTEN（リン酸化Ser380/T382/T383）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウムpH 6.0を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

